
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バッグコンポストに入れない方が良いもの 

④分解床に生ごみを入れます。野菜

くずや食べ残しなど、食べられる物

であれば何を入れてもOK 

 

⑤生ごみに分解床が被るよう

混ぜ、次に生ごみを入れるまで

は、バッグのチャックをきっち

りしめます。毎日④と⑤を繰り

返します。 

①お渡ししたセットの中の

ウグランとＥＭボカシ１袋

ずつをしっかり混ぜます。

これを分解床といいます。 

⑥バッグはすのこ等の上

に置きます。微生物の力

で温度上昇し、生ごみが

分解されていきます。出

来れば夏は涼しく冬は暖

かい場所に置ければベス

トです！ 

  

ポイント 
生ごみは小さいほ

ど早く分解するし、

虫も湧きにくくな

るよ！ 

ポイント 
湿度が上がりに

くい時はヌカや、

天ぷら油を入れ

てみよう！ 

1袋のウグラン（ＥＭ

ボカシ入り）で1ヶ

月程の生ごみを入れ続

けられます。 

ポイント 
フェルトバッグと

チャック付バッグ

の間底に湿気調整

で段ボール等を敷

こう！ 

②分解床をフェルト

バッグに入れます。 

③フェルトバッグを

チャック付バッグの

中に入れます。 


